
2023年1⽉11⽇（⽔） 

「⽔曜サロン with ⾚堀会⻑」第3期 第12回（通算42回） 

教育DXを通じた「未来の教室」 
柴⽥ 仁志 ⽒（経済産業省商務・サービスグループ サービス政策課 教育産業室⻑補佐） 
 

１．内容 
・未来の教室のこれまでの取り組み 
 教育イノベーションの創出に必要なキョウソウ（協創・競争）関係 
 「１⼈１台」先進事例創出〜「１⼈１台端末」環境創出〜EdTech導⼊補助⾦・STEAMライブラリ 

・2022年9⽉の産業構造審議会による中間とりまとめ（報告と提⾔） 
 
２．所感 
 2023年第１回の⽔曜サロンは、2019年から始まった未来の教室実証と提⾔のご紹介でした。「学び
の⾃⽴化・個別最適化」、「学びの探求化・STEAM化」。この⾔葉に込められた想いを再確認できま
した。 
 
 だれ⼀⼈取り残さず・留め置きしない学びの実現。知ってテストで点を取る、ではなくて、知って
創る学びへの転換。これがGIGAとEdTechの活⽤で実現する。実証の中間とりまとめと提⾔ですが、提
⾔は経済産業省らしくダイナミックな内容で、個別最適化に直結する「時間・空間の組み合わせ⾃由
度向上」を筆頭に、出⼝の多様化、そして都市部や地⽅の学校の場（建物）の作り⽅や活⽤の仕⽅、S
TEAM教育の予算の捻出の仕⽅まで、これらが実現する時代には⾯⽩い学びが展開されていることだろ
うとワクワクしました。 
 
 質疑では、時間割・標準時間数・個別最適な学びに関する内容が多く出ました。先⽣⽅、教育委員
会の中でも実⾏したく期待が⼤きい内容であることが良くわかりました。今の制度の中でもやれるよ
うなことを実証事業で御⽰しご提案が出来たらというお⾔葉もいただきました。不登校や発達障害の
増加、⾶びぬけた才能への期待など⾒るにつけ、これまでの⽇本を⽀えてきた義務教育のあり⽅に最
⼤の敬意を⽰しつつ、新しい時代への転換の時期が来ていることを感じる1時間でした。柴⽥さん、あ
りがとうございました。 
 

以上 


